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百
条
委
は
関
係
者
の
証
人
喚
問
や
証
拠
と
な
る
記
録
や
文
書
の
提
出
を
求
め
、
偽
証
罪
を
問
え
る

な
ど
、
地
方
自
治
法
１
０
０
条
に
基
づ
く
強
力
な
調
査
権
限
を
持
ち
ま
す
。党
都
議
団
の
提
案
で
は
、

築
地
市
場
の
移
転
先
を
豊
洲
と
し
、東
京
ガ
ス
か
ら
土
地
を
取
得
し
た
経
緯
な
ど
を
調
査
事
項
と
し
、

石
原
慎
太
郎
元
知
事
な
ど
19
人
の
証
人
喚
問
を
求
め
て
い
ま
す（
リ
ス
ト
は
左
上
表
参
照
）。

　

百
条
委
に
つい
て
は
、
昨
年
10
月
の
都
議
会
で
共
産
党
の
提
案
に
反
対
、
否
決
し
た
民
進
系
２
会
派

（
現
・
東
京
改
革
）、生
活
者
ネ
ッ
ト
、か
が
や
け（
現
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
）も
設
置
を
主
張
。自
民
、

公
明
の
両
党
は
持
ち
帰
って
検
討
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

都
議
会
改
革
に
つ
い
て
も
条
例
案
を
提
案

　

共
産
党
の
提
案
は
、
年
間
の
議
員
報
酬
の
25
％

削
減
、
議
会
に
出
席
す
る
た
び
に
１
日
１
万
円
～

１
万
２
千
円
支
給
さ
れ
る
費
用
弁
償
の
廃
止
、全
国

一
高
い
政
務
活
動
費
の
減
額
及
び
使
途
基
準
の
見

直
し（
飲
食
への
支
出
禁
止
等
）な
ど
で
す
。

　

議
員
報
酬
削
減
や
政
務
活
動
費
の
減

額
と
使
途
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
、
費

用
弁
償
の
廃
止
の
条
例
改
正
案
は
、
共

産
、
公
明
、
東
京
改
革
の
３
会
派
か
ら
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
洲
問
題
解
明
へ
不
可
欠

共産党都議団が百条委を提案
食
の
安
全・安
心
、移
転
の

中
止
含
め
抜
本
的
見
直
し
を

民
進
系・都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会

な
ど
賛
成

自・公
は
持
ち
帰
り

共産党が提案する
主な証人喚問要求リスト
●石原慎太郎、猪瀬直樹、舛
添要一の歴代知事

●浜渦元副知事
●東京ガス会長
●技術会議座長
●元市場長５氏
●土壌汚染対策や建物の建
設工事を受注した大手ゼ
ネコン３社の社長など

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
２
月
15
日
、
都
議
会
議
会
運
営

委
員
会
理
事
会
で
、
豊
洲
新
市
場
予
定
地
（
東
京
ガ
ス
工
場
跡

地
）
へ
の
移
転
問
題
を
徹
底
究
明
す
る
た
め
の
百
条
委
員
会
の

設
置
案
と
、
議
員
報
酬
削
減
な
ど
の
議
会
改
革
の
条
例
案
を
提

案
し
ま
し
た
。大
山
と
も
子
幹
事
長
は「
都
民
の
声
に
こ
た
え
る

た
め
、各
会
派
と
協
議
し
、実
現
し
た
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲議会運営委員会理事会後の会見で、百条委設置と
議会改革の実現を呼びかける共産党都議団

　
都
議
会
が
真
相
究
明
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
が
、
鋭
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。都
民
の
命
と
健
康
守
る
都
政

改
革
を
す
す
め
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
世
田
谷
区
選
出
）

里
吉 

ゆ
み

さ
と
よ
し
・
ゆ
み


